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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月4日(2015.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビャクダン油の治療有効量を含む、対象のクロストリジウム感染症を治療または予防す
るための組成物であって、前記対象がクロストリジウム感染症に罹患している、またはク
ロストリジウム感染症を発症するリスクがある、組成物。
【請求項２】
　前記感染症が対象の消化管で生じる、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
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　クロストリジウム感染症がＣ．パーフリンジェンス感染症、Ｃ．ディフィシル感染症、
Ｃ．テタニ感染症またはＣ．ボツリナム感染症である、請求項１または２に記載の組成物
。
【請求項４】
　さらに、クロストリジウム感染症に罹患したまたはクロストリジウム感染症を発症する
リスクがある対象が選択されることを特徴とする、請求項１～３に記載の組成物。
【請求項５】
　ビャクダン油が、サンタラム・アルバムもしくはサンタラム・スピカタムまたはその組
み合わせに由来する、請求項１～４のうちいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　ビャクダン油の治療有効量が、対象のクロストリジウム感染症を選択的に抑制する、請
求項１～５のうちいずれかに記載の組成物。
【請求項７】
　ビャクダン油の治療有効量を含む、対象のクロストリジウム感染症の再発を低減するた
めの組成物であって、前記対象は、クロストリジウム感染症を再発するリスクがある、組
成物。
【請求項８】
　前記感染症が対象の消化管で生じる、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　クロストリジウム感染症がＣ．ディフィシル感染症である、請求項７または８に記載の
組成物。
【請求項１０】
　前記対象がバンコマイシン、メトロニダゾールまたはフィダキソマイシンで治療を受け
ていた、請求項７～９のうちいずれかに記載の組成物。
【請求項１１】
　ビャクダン油の治療有効量を含む組成物が、バンコマイシン、メトロニダゾールまたは
フィダキソマイシンによる治療と同時に、または治療の後に投与されることを特徴とする
、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　ビャクダン油の治療有効量を含む組成物が、バンコマイシン、メトロニダゾールまたは
フィダキソマイシンによる治療の後に投与されることを特徴とする、請求項１１に記載の
組成物。
【請求項１３】
　ビャクダン油がサンタラム・アルバムもしくはサンタラム・スピカタムまたはその組み
合わせに由来する、請求項１～１２のうちいずれかに記載の組成物。
【請求項１４】
　前記組成物が約０．０３％～約１００％のビャクダン油（ｗ／ｗ）を含む、請求項１～
１３のうちいずれかに記載の組成物。
【請求項１５】
　前記組成物が約０．０３％～約１％のビャクダン油（ｗ／ｗ）を含む、請求項１４に記
載の組成物。
【請求項１６】
　前記組成物が約０．０３％～約０．５％のビャクダン油（ｗ／ｗ）を含む、請求項１５
に記載の組成物。
【請求項１７】
　ビャクダン油の治療有効量を含む前記組成物が、さらに医薬担体を含む、請求項１～１
６のうちいずれかに記載の組成物。
【請求項１８】
　前記医薬担体が高分子量ポリエチレングリコールである、請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
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　前記組成物が錠剤、カプセル、液体、または坐剤として投与されることを特徴とする、
請求項１～１８のうちいずれかに記載の組成物。
【請求項２０】
　ビャクダン油の治療有効量を含む、対象のクロストリジウム保菌状態を低減するための
組成物であって、前記対象はクロストリジウムの保菌者または保菌者になるリスクがある
、組成物。
【請求項２１】
　クロストリジウム芽胞個体群にビャクダン油の有効量を接触させることを特徴とする、
クロストリジウム芽胞の感染力を低減させる組成物。
【請求項２２】
　前記個体群はｉｎ　ｖｉｔｒｏ個体群である、請求項２１に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記個体群はｉｎ　ｖｉｖｏ個体群である、請求項２１に記載の組成物。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　さらに、対象でのクロストリジウム感染症の再発を低減させる方法を提供する。方法は
、対象にビャクダン油の治療有効量を含む組成物を投与することを含み、対象はクロスト
リジウム感染症を再発するリスクがある。
　本発明は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　対象にビャクダン油の治療有効量を含む組成物を投与することを含む、前記対象のクロ
ストリジウム感染症を治療または予防する方法であって、前記対象がクロストリジウム感
染症に罹患している、またはクロストリジウム感染症を発症するリスクがある、方法。
（項目２）
　前記感染症が対象の消化管で生じる、項目１に記載の方法。
（項目３）
　クロストリジウム感染症がＣ．パーフリンジェンス感染症、Ｃ．ディフィシル感染症、
Ｃ．テタニ感染症またはＣ．ボツリナム感染症である、項目１または２に記載の方法。
（項目４）
　さらに、クロストリジウム感染症に罹患したまたはクロストリジウム感染症を発症する
リスクがある対象を選択することを含む、項目１～３に記載の方法。
（項目５）
　ビャクダン油が、サンタラム・アルバムもしくはサンタラム・スピカタムまたはその組
み合わせに由来する、項目１～４のうちいずれかに記載の方法。
（項目６）
　ビャクダン油の治療有効量が、対象のクロストリジウム感染症を選択的に抑制する、項
目１～５のうちいずれかに記載の方法。
（項目７）
　対象にビャクダン油の治療有効量を含む組成物を投与することを含む、対象のクロスト
リジウム感染症の再発を低減する方法であって、前記対象は、クロストリジウム感染症を
再発するリスクがある、方法。
（項目８）
　前記感染症が対象の消化管で生じる、項目７に記載の方法。
（項目９）
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　クロストリジウム感染症がＣ．ディフィシル感染症である、項目７または８に記載の方
法。
（項目１０）
　前記対象がバンコマイシン、メトロニダゾールまたはフィダキソマイシンで治療を受け
ていた、項目７～９のうちいずれかに記載の方法。
（項目１１）
　ビャクダン油の治療有効量を含む組成物が、バンコマイシン、メトロニダゾールまたは
フィダキソマイシンによる治療と同時に、または治療の後に投与される、項目１０に記載
の方法。
（項目１２）
　ビャクダン油の治療有効量を含む組成物が、バンコマイシン、メトロニダゾールまたは
フィダキソマイシンによる治療の後に投与される、項目１１に記載の方法。
（項目１３）
　ビャクダン油がサンタラム・アルバムもしくはサンタラム・スピカタムまたはその組み
合わせに由来する、項目１～１２のうちいずれかに記載の方法。
（項目１４）
　前記組成物が約０．０３％～約１００％のビャクダン油（ｗ／ｗ）を含む、項目１～１
３のうちいずれかに記載の方法。
（項目１５）
　前記組成物が約０．０３％～約１％のビャクダン油（ｗ／ｗ）を含む、項目１４に記載
の方法。
（項目１６）
　前記組成物が約０．０３％～約０．５％のビャクダン油（ｗ／ｗ）を含む、項目１５に
記載の方法。
（項目１７）
　ビャクダン油の治療有効量を含む前記組成物が、さらに医薬担体を含む、項目１～１６
のうちいずれかに記載の方法。
（項目１８）
　前記医薬担体が高分子量ポリエチレングリコールである、項目１７に記載の方法。
（項目１９）
　前記組成物が錠剤、カプセル、液体、または坐剤として投与される、項目１～１８のう
ちいずれかに記載の方法。
（項目２０）
　対象にビャクダン油の治療有効量を含む組成物を投与することを含む、対象のクロスト
リジウム保菌状態を低減する方法であって、前記対象はクロストリジウムの保菌者または
保菌者になるリスクがある、方法。
（項目２１）
　クロストリジウム芽胞個体群にビャクダン油の有効量を接触させることを含む、クロス
トリジウム芽胞の感染力を低減させる方法。
（項目２２）
　前記個体群はｉｎ　ｖｉｔｒｏ個体群である、項目２１に記載の方法。
（項目２３）
　前記個体群はｉｎ　ｖｉｖｏ個体群である、項目２１に記載の方法。
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